
 
 

令和元年度尾鷲市男女共同参画推進状況 

 
１．条例等制定状況 

名称 尾鷲市男女共同参画推進条例 

施行日 平成１９年４月１日 

名称 尾鷲市男女共同参画審議会設置要綱 

施行日 平成１９年７月１日 

名称 尾鷲市男女共同参画推進会議設置要綱 

施行日 平成１３年４月１日 

 
２．基本計画 

名称 
策定年月日 

尾鷲市男女共同参画推進基本計画 

平成２０年４月１日 
計画期間：平成２０年４月～平成２４年３月 （４年間） 

第２次尾鷲市男女共同参画推進基本計画 

平成２４年４月１日 
計画期間：平成２４年４月～令和４年３月 （１０年間） 

 
３．推進体制の状況                  （令和元年４月１日現在） 

名称 尾鷲市男女共同参画審議会 

設置年月日 平成１９年４月１日 

構成員 １０人（女性５人、男性５人） 

会長名 重松 良祐 

 
４．地方自治法（第２０２条の３）に基づく審議会等の女性の登用状況 

（令和元年４月１日現在） 

審議会等数 ２０（内女性委員のいる審議会等数 １５） 

延総委員数 ２６７（内女性委員等数 ７２） 

実績登用率 ２７．０％ （昨年度より１．１％減） 

 
５．地方自治法（第１８０条の５）に基づく委員会等の女性の登用状況 

（令和元年４月１日現在） 

委員会等数 ５（内女性委員のいる委員会等数 ４） 

延総委員数 ２１（内女性委員等数 ７） 

実績登用率 ３３.３％ （昨年度より１．５％増） 

 
６．尾鷲市における公務員の管理職の在職状況      （令和元年４月１日現在） 

管 理 職 総 数
（人） 

  

女性管理職
数 
（人） 

女性比率 
（％） 

うち一般行政職 

管理職総数 
（人） 

うち女性管
理職数（人） 

女性比率 
（％） 

３５ ４ １１．４％ ２１ ０ ０．０ 

資 料 



 
 

 
７．尾鷲市議会議員の状況   （令和元年４月１日現在） 

議員数（人） うち女性議員数(人) 女性比率（％） 

１３ １ ７．７ 

 
８．尾鷲市における職員の状況             （令和元年４月１日現在） 

市長 加藤 千速 （男性） 

副市長 藤吉 利彦 （男性） 

教育長 二村 直司 （男性）  

（令和元年４月１日現在） 

市長部局 計１４７人  男１１７人  女 ３０人  女性比率２０．４％ 

教育委員会 計 ２３人  男 １６人  女  ７人  女性比率３０．４％ 

特別会計 計  ８人  男  ６人  女  ２人  女性比率２５．０％ 

水道事業 計  ９人  男  ８人  女  １人  女性比率１１．１％ 

病院事業 計２３９人  男 ７７人  女１６２人  女性比率６７．８％ 

総職員数 計４２６人  男２２５人  女２０２人  女性比率４７．４％ 

 ※定員管理調査による 
 
９．尾鷲市における男女共同参画・女性問題相談窓口 
  福祉保健課窓口及び男女共同参画担当窓口内で対応 
 
１０．令和元年度市広報誌掲載状況 

情報誌の名称 広報おわせ 

掲載回数 年２回（６月・１１月） 

 
１１．講座・講演会等 

  

令和元年度の開
催事業（予定含
む） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・令和元年６月２３日(日) 
熊野市民会館 
三重県内男女共同参画連携映画祭２０１９ 
映画「グレイテスト・ショーマン」上映 
熊野副市長による挨拶 
来場者：男性５６名 女性２４８名 計３０４名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 令和元年度の開
催事業（予定含
む） 

・令和２年１月１５日（水）１３：０５～１４：５５ 
１月１６日（木）１３：０５～１４：５５ 
１月２９日（水）１０：３０～１２：２５ 
１月３０日（木）１３：０５～１４：５５ 

尾鷲高校男女共同参画セミナー／尾鷲高校 
尾鷲高校１年１組 男子３名 女子１７名 （１５日・３０日） 
    １年２組 男子１５名 女子１５名（１６日・２９日） 
    １年３組 男子１４名 女子１５名（１６日・２９日） 
      合計 ７９名 
 
講 師：フレンテみえ所長 荻原 くるみ（おぎはら くるみ）氏 
    フレンテみえ職員 安川 真由美（やすかわ まゆみ）氏 
    フレンテみえ職員 宮田 真樹（みやた なおき）氏 
 
内 容：「将来なりたい（就きたい）職業」について、ジェンダー

の視点を踏まえて掘り下げていく 
 
 
・令和２年２月９日（日）１３：５０～１５：２０ 
第６１回尾鷲市ＰＴＡ大会講演会／尾鷲市立中央公民館３階講堂 
講演者：フレンテみえ 所長 荻原 くるみ 氏 
題 目：「子育てを考える」～これからの時代を生き抜くために～ 
 
 
 
 
 
 


